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は遠隔照射 CERT) 単独あるいはこれと BLM Cプレオマイシン)/PE P Cペプロマイシン)との
併用が用いられ，もしこれにより制御が得られない場合は組織内照射が追加され，または外科手術が行
われた。 BLM/PEP併用の場合の投与法はERT30Gy/3 週とし， B LM15昭週 2 回あるいは P




症例は男130 :女21 (男女比6.2: 1) で，年齢平均58.3歳であるo 進展度分類U 1 C C (1 978) では
T 1 : 22 , T 2 : 78, T 3 : 36, T 4 : 15例であり，リンパ節転移についてはNO:89 ， N陽性例は62
例であった。
評価可能の136例のうち94例に根治的放射線治療がなされた。原発部位の制御率は72%でT別では
T 1 : 86% , T 2 : 71% , T 3 : 70% , T 4 : 58%で，再発は38例に認められた。その95% までが治療
後 2 年以内に再発し， 3 年以降では再発はみられない。組織内照射後再発のうち 6 例は手術により救済
された。 ERT+BLM/PEP併用により完全消失の得られた19例では15例が制御された。 ERT単
独の11例では 8 例が制御された。
全例の 5 年生存率は55% ， 10年生存率は49%であり，病期別では， 1 期95% ， 2 期55% ， 3 期45% ， 4 
期46%であった。 T2 で根治照射例の内では 5 例が 2 年以内に他病死したが 2 年以上生存例53例のう
ち37例 (70%) は下顎が保存されているo
照射による晩発性障害は19例に， 2 年以上局所制御の46例では 8 例(17%) に生じた。 18例は下顎骨
壊死， 5 例は軟部組織漬蕩で，うち， 4 例にはその両者ともが認められた。その出現時期は治療開始か
ら 3 -60月，中央値13月後である。いずれも対症的に治療され重篤なものはない。













ついて解析を加えた。放射線治療により局所制御ではT1 で86% ， T 2 で71% ， T3 で70%であり，手
術の場合と変わらず，下顎保存率ではT1 で84% ， T 2 で70% ， T 3 で53%と優れていることを明確に
示し，小線源や，これに遠隔照射を組み合わせた放射線治療が，口腔闘富の治療では治療後の機能も考慮にい
れると最も優れたものであることを実証した。この業績は，学位を授与するのにふさわしいものであるo
